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１． は じ め に

日本アイソトープ協会医学・薬学部会核医学

イメージング・検査技術専門委員会では，核医

学検査時の事故発生の実態を把握し，安全を確

保することにより被検者が安心できる検査を提

供することを目的として，１９８６年に第１回調

査を行って以来３年ごとにアンケートを実施し，

第２回（１９８９），第３回（１９９２），第４回（１９９５），

第５回（１９９８），第６回（２００１），第７回（２００４），

第８回（２００７）を経て，今回第９回調査を行っ

た１）－８）。全国の１０００を超える施設の核医学担

当者から，核医学検査従事者の現状，核医学検

査機器の設置状況，核医学検査に関わる人身事

故と，重大な機器の故障及び保守・管理の状況

などについて回答をいただいた。本調査は核医

学検査室における安全管理の調査が大きな目的

であるが，過去の資料との比較も視野に入れ，

前回と同様，人的資源の詳細とともに，核医学

機器の開発・進歩に伴うガンマカメラの SPECT

カメラへの移行，PET装置の増設など，引き

続いて幅広い実態をつかむことを調査目的とし

た。

なお，第１回から第４回までの調査は「核医
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日本アイソトープ協会医学・薬学部会核医学イメージング・検査技術専門委員会では，核医学検

査時の事故発生の情報共有を通して核医学検査の安全確保を向上させることを目的に，１９８６年か

ら３年ごとに調査を行っており，２０１０年に第９回調査を行った。全国の医療機関１２８８施設及び衛

生検査所１４施設の計１３０２施設を対象とし，１０１６施設（回収率７８．０％）から回答が寄せられた。

核医学検査従事者総数は５８９４人で，女性１４６８人２４．９％，５０歳代以上１２０７人２０．５％であり，

医療機関従事者は５６６４人で，女性１３２６人２３．４％，５０歳代以上１１６９人２０．６％と，女性従事者

比率の上昇と高齢化が見られた。医療機関の従事者職種は医師２１．３％，診療放射線技師６１．８％，

看護師１０．１％，薬剤師３．１％で，医師と薬剤師の比率が増加した。インビトロ検査従事者は２８７

人４．９％と一層の減少を認めた。核医学機器の保有状況では，アンガー型カメラは１２６７台と前回

に比べ６９台減少した。カメラの内９８．４％が SPECT装置であった。２検出器型比率が７９．８％と

増加したが，３検出器型 SPECTは漸減し，SPECT/CT複合機は前々回の約６倍（９５台）に急増

した。キュリーメータを保有する施設の比率は減少し，６１．４％となった。PET/CT複合機は全

PET機器の７５．８％と増加した。機器の保守状況は今回，点検計画策定，日常点検，メーカーによ

る保守点検に区分して調査した。それぞれの実施率は，２検出器 SPECTカメラの場合，６３．３％，

８７．４％，９２．１％，PET/CT複合機では，８０．６％，９５．８％，９８．６％と前回よりも上昇していた。平

均使用年数は約２年延長した。フィルムレス運用は全体で７７．０％の施設が実施しており，公立病

院の実施率が８１．２％と最も高く，最低は国立病院機構の６０．３％であった。

以上，薬剤師増加，保守点検率の上昇など，安全管理に向上が見られた反面，キュリーメータ保

有率の減少，機器の使用期間の延長の問題が明らかとなった。SPECT/CT複合機の増加，フィル

ムレス普及が認められた。
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学検査室における機器等の安全管理に関するア

ンケート調査」，第５回は「核医学の安全管理

等に関するアンケート」の名のもとに行われ，

第６回調査からは「核医学検査における安全管

理等に関するアンケート」と改題して実施して

いる。

２． 調査の概要

２・１ 調査対象と回収率

アンケート調査は核医学検査を実施している

全ての医療機関１２８８施設（前回１３００施設，

以下（ ）内は前回のデータ）及び衛生検査所

１４施設（２１施設）の計１３０２施設（１３２１施設）

を対象とし，２０１０年４月にアンケート用紙を

発送し，同年７月末に回収した。対象とした調

査期間は，２００７年４月１日から２０１０年３月３１

日までの３年間である。回答が得られたのは医

療機関１００７施設（１０１８施設），衛生検査所９

施設（１６施設）の合計１０１６施設（１０３４施設）

で，アンケートの回収率は医療機関７８．２％

（７８．３％），衛生検査所６４．３％（７６．２％），全体

で７８．０％（７８．３％）であった（表１）。

２・２ アンケート調査項目

今回のアンケート項目についても前回同様，

核医学検査の背景調査を含めて，（１）核医学検

査従事者に関すること（性別，年齢，経験年数，

業務内容，業務形態，資格等），（２）核医学機器

に関すること（機器の種類，台数等），（３）核医

学検査室内で発生した事故等，（４）事故につな

がると懸念される事項，（５）安全管理について

の改善措置，（６）核医学機器・装置の重大な故

障・破損，（７）機器メーカーに対する要望・そ

の他について質問した。今回も前回に引き続き

PET装置の新設又は増設を行った施設が更に

増えていることが予想されることから，PET/

CT装置と医療用サイクロトロン，自動合成装

置，SPECT/CTの稼働状況調査を行った。ま

た，フィルムレス運用状況の調査に加え，新た

に電子画像管理加算の算定及び画像診断管理加

算２の算定について調査を行った。

本稿では，核医学検査従事者及び核医学機器

に関する調査結果について報告する。

３． 調 査 結 果

３・１ 核医学検査従事者の現状

回答が得られた核医学検査従事者（従事者；

医師，薬剤師，診療放射線技師，臨床・衛生検

査技師等）の総数は５８９４人で，うち医療機関

５６６４人，衛生検査所２３０人であった（表２）。

性別，年齢，経験年数について病院形態別に集

表１ 調査対象と回収率

† 委 員 長 本田 憲業 埼玉医科大学

総合医療センター

副委員長 福喜多博義 国際医療福祉大学

委 員 飯田 恭人 東京大学医学部附属病院

大西 英雄 県立広島大学

金谷 信一 東京女子医科大学病院

菊池 敬 北里大学病院

木田 哲生 滋賀医科大学

医学部附属病院

篠原 広行 首都大学東京

松田 博史 埼玉医科大学

国際医療センター

丸野 廣大 虎の門病院

村山 秀雄 �独放射線医学総合研究所
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計を行った。

３・１・１ 従事者の内訳

従事者の内訳を表２に示す。核医学検査従事

者総数は５８９４人であり，そのうち男性は４４１３

人７４．９％，女性は１４６８人２４．９％であった。

医療機関従事者５６６４人（医療機関小計）では，

男性が４３２５人７６．４％（４０６７人７７．１％），女性

が１３２６人２３．４％（１２０６人２２．９％）であった。

病院形態別では，前回と同様に，国立病院機構

（ナショナルセンターを含む；以下，同じ）を

除いて女性の比率が２０％以上となり，女性が

多い傾向であった。特に，衛生検査所では女性

が１．６倍（１．１倍）と女性の急激な増加が見ら

れた。

年齢構成について見ると，医療機関全体では

２０歳代までが８６１人１５．２％，３０歳代が１９１６

人３３．８％で，合わせると２７７７人４９．０％を占

めている。５０歳代以上は１１６９人２０．６％と前

回よりやや増加し，前回調査時に続いて高年齢

化の傾向が現れた。また，核医学検査従事者の

経験年数の内訳を見ると，医療機関では５年以

下が２７２３人４８．１％と多かった。１６年以上の

経験年数を持つ従事者の割合は，大学病院で

１９．６％と医療機関平均の１７．９％より高くなっ

た。医療機関全体の平均経験年数は８．９年であ

ったが，大学病院では９．０年とほぼ同じ結果で

あった。なお，衛生検査所は９．４年であった。

３・１・２ 作業内容の内訳

作業内容を「インビボ検査」，「インビトロ

検査」及び「インビボ・インビトロ検査両方」

の３種類に区分し，病院形態別に集計した結果

を表３に示す。医療機関におけるインビボ検査

従事者は５２１３人９２．０％（４８７０人９２．３％），

インビトロ検査従事者は３５人０．６％（３３人０．６

％），両検査は３４人０．６％（２０人０．４％）であ

った。病院形態別に見ると，インビボ検査従事

者は大学病院９１．６％（９２．０％），国立病院機構

９６．０％（９８．１％），公立病院９４．６％（９５．１％），

民間病院９０．３％（９０．２％）であった。インビ

トロ検査従事者は大学病院が１．８％（１．３％）

であるのに対し，他の病院では０．０～０．６％

（０．２～１．１％）と低く，ともに前回調査時より

一層の減少を示した。また，両検査に従事して

いる従事者は０．４～１．６％（０．０～０．６％）と

いずれも低率であった。

３・１・３ 業務形態別従事者数

業務形態を，核医学検査に専従・非専従に分

けて集計した結果を表３に示す。医療機関にお

ける専従者は，インビボ検査従事，インビトロ

検査従事，インビボ・インビトロ両従事の合計

で１１４４人２１．８％（２４．４％），非専従者は４１１０

人７８．２％（７５．６％）で，その比率は１：３．６（１：

３．１）と非専従者が前回調査に比べて多くなっ

た。専従者の内訳は，インビボ検査８６．９％，

インビトロ検査０．５％，両方１．２％で，非専従

者ではインビボ検査９３．７％，インビトロ検査

０．６％，両方０．４％であった。

３・１・４ 非専従者の他業務従事率

非専従者の核医学検査以外の業務への従事率

（業務時間の割合）は，医療機関ではインビボ

非専従者が平均で７１．５％（７０．８％），インビト

ロ非専従者の平均は６９．４％（６６．４％）であっ

た。インビボ・インビトロ両方の非専従者は平

均で７０．４％（６２．１％）であった。病院別の核

医学検査外業務従事率は，インビボ非専従者で

６３．２～７３．８％（６４．７～７２．１％），インビトロ

非専従者で５６．３～８１．８％（５５．９～９０．０％）

と，インビボ非専従者では病院形態を問わず高

い割合であり，インビトロ非専従者では病院形

態による差が大きかった。衛生検査所における

非専従の平均他業務従事率は６４．５％（８５．６％）

であった。

３・１・５ 従事者の保有資格

医療機関において最も多かったのは，診療放

射線技師の３５０３人６１．８％（６３．５％）で，この

うち核医学専門技師又は技術者認定取得者が

８５２人１５．０％であった。臨床・衛生検査技師

は９４人１．７％（１．９％）で，この両者を合わせ

ると３５９７人６３．５％（６５．４％）であった。医師

は１２０３人２１．３％（１９．９％）で，このうち核医
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学専門医が５０７人９．０％であった。薬剤師は

１７８人３．１％（２．５％），看護師は５７０人１０．１％

（１０．１％）であった。

医療機関全体の１施設あたりの平均従事者数

は５．６２人（５．１９人）であった。内訳は，技術

者（診療放射線技師，臨床・衛生検査技師）が

３．５７人（３．３９人），医 師 が１．１９人（１．０３人），

薬剤師が０．１８人（０．１３人），看護師が０．５７人

（０．５２人）である。これを病院形態別に集計す

ると，１施設あたりの技術者数は大学病院４．４１

人（４．４３人），民間病院３．６４人（３．４９人），公

立病院３．４０人（３．１２人），国立病院機構２．９９

人（２．７８人）であり，医師数は大学病院２．９６

人（２．６５人），国立病院機構１．０８人（０．７４人），

民間病院１．０５人（０．９０人），公立病院０．９０人

（０．８４人）であった。一方，薬剤師数は大学病

院０．２５人（０．２５人），民間病院０．２４人（０．１８

人），公立病院０．１０人（０．０２人），国立病院機

構０．０５人（０．０３人）であった。衛生検査所で

は臨床・衛生検査技師が６４人２７．８％（３７．２

％）であった。PET検査の増加などにより医

師と薬剤師の従事者の増加が見られた。

３・１・６ 専従者の内訳

表４に業務内容別核医学検査従事者数と作業

内容をまとめた。医療機関における有専従従事

者施設率，すなわち施設が核医学検査に専従す

る従事者を有する割合は，４１３施設４１．０％

（４２．０％）とやや低く，病院形態別では，大学

病院８５．６％（８７．４％），国立病院機構２５．２％

（２３．３％），公立病院３３．２％（３７．２％），民間病

院４０．４％（４０．６％）であった。有専従従事者

施設率は大学病院で高く同様であったが，国立

病院機構以外は全てにおいて前回調査時より減

少していた。衛生検査所においては有専従従事

表４ 業務内容別核医学検査従事者数と作業内容
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者施設率が５５．６％（６８．８％）であった。

３・２ 核医学機器の保有状況

各施設が保有している核医学機器の状況を表

５・１に示す。今回のアンケートの回収率は７８．０

％であり，前回（７８．３％）と同程度であった。

前回までの調査内容については，「データ処理

装置」という項目の解釈に差があるため実際の

台数をつかみきれない，という見解が出された。

そのため今回の調査では，カメラ付属のデータ

処理装置と汎用データ処理装置の二つに分けて

調査を行った。また，モニター読影装置という

項目を追加した。回答施設数は９９５施設であり，

前回の１０１３施設に対し，若干下回った。また，

PET装置の回答施設は前回の１７６施設に比べ

２００施設となり，２４施設の増加となった。

３・２・１ インビボ検査用機器

３・２・１・１ アンガー型カメラ，ベンダー型カ

メラ，データ処理装置

回答のあった９９５施設で使用されているガン

マカメラの保有全台数は１２６７台（１３３６台）

で，１施設あたり平均１．２７台（１．３２台）とな

り，前々回，前回に続いて減少傾向にあった。

非 SPECT装置（固定型，全身型）は２０台（５１

台），１施設あたり０．０２台（０．０５台）と保有台

数の減少傾向が進んだ。SPECT装置（SPECT，

全身可能型）は１２４７台（１２８５台），１施設あ

たり保有台数１．２５台（１．２７台）と，アンガー

型カメラの９８．４％（９６．２％）が SPECT装置

となった。SPECT装置の占める割合が高くな

る傾向にあるが，SPECT装置全体の使用台数

が減少傾向にあることから非 SPECT装置が

SPECT装置へ転換されたとは読み取れない。

また，SPECT装置の内訳については，１検出器

型が１０５台８．４２％（１９２台１４．９％），２検出器

型が９００台７２．２％（８７４台６８．０％），３検出器

型が１３７台１１．０％（１６７台１３．０％），４検出器

又はリング型が１０台０．８％（２１台１．６％）で，

前回の調査結果同様に２検出器型の増加，転換

の傾向が見られた。SPECT/CT複合機は前々

回調査の１５台に対し前回では３１台と倍増した

が，今回の調査では９５台と更に３倍以上の増

加が見られた。SPECT/CT複合機は国内で臨

床利用されているものは全て２検出器型ガンマ

カメラにCT装置が備わっているため，実際の

２検出器型の台数は９９５台７９．８％となり，稼

働台数の約８割が２検出器型という結果になっ

た。病院形態別に１施設あたりの平均保有台数

を見ると，大学病院が２．４０台（２．５９台），次

いで公立病院１．２９台（１．３３台），国立病院機

構１．２４台（１．２２台），民間病院１．０６台（１．１０

台）となった。国立病院機構のみが微増を示し，

他の病院形態では前回調査同様に減少傾向とな

った。

ベンダー型カメラは前回の５台から３台に減

少した。RI 分注器は２２９台（３６７台），平均保

有台数０．２３台（０．３６台）となり，前回と比較

して６割程度と減少した。SPECT用自動注入

器は７台（１２台）とやはり減少し，大学病院，

国立病院機構に至っては保有台数は無し，とな

った。PET製剤用自動注入器は１５４台（１４１

台）と増加傾向にあった。１施設あたりの平均

保有台数は０．７７台（０．８０台）となり，前回と

著変なかった。

データ処理装置は，カメラ付属のデータ処理

装置と汎用データ処理装置を合わせても

SPECT装置台数に比較して少なく，全体で

SPECT台数に対して６割弱と思われる。汎用

データ処理装置に関しては，大学病院で４２台，

平均保有台数が０．４４台であったが，その他の

病院では平均保有台数が０．０５～０．１４台となり，

汎用データ処理装置の普及率は低かった。しか

し，カメラ付属のデータ処理装置と汎用データ

処理装置を合わせた台数及び平均保有台数も前

回調査と比較して顕著に減少（約３５％低下）

していた。

３・２・１・２ PET装置

PET装置については，PET専用機と PET/

CT複合機を合わせると２８５台であり，前回の

２８７台と比較して変化はなかった。設置比率に
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関しては，PET専用機は６９台（９１台），平均

保有台数０．３５台（０．５２台），PET/CT複合機

は２１６台（１９６台），平均保有台数１．０８台（１．１１

台）となり，PET/CT複合機の占める率が７５．８

％となった。これは前回の６８．３％を上回った。

また，１施設あたりの所有台数は１．４３台（１．６３

台）となった。ポジトロン機能付 SPECTカメ

ラは２２台であり，前回調査の２５台，前々回調

査の３０台と比較すると減少傾向を示し，普及

傾向にはなかった。

サイクロトロンは９６台（１０４台），平均保有

台数は０．４８台（０．５９台）と減少した。また，

自動合成装置も１５１台（２１１台），平均保有台

数０．７６台（１．２０台）と減少した。１８F-FDG の

供給を受けている施設は，前回の調査報告では

PET回答施設の４割とされたが，今回の調査

では５割を超え，PET検査施行施設において

サイクロトロンを所有しない施設が所有する施

設を初めて上回る結果となった。サイクロトロ

ンの稼働は，国立病院機構，公立病院，民間病

院で前回調査とほぼ同数であるが，大学病院で

大幅に減少した。自動合成装置はいずれの病院

も減少傾向にあるが，大学病院に至っては稼働

台数も平均保有台数も半数以下に減少した。大

学病院で特に１８F-FDG のデリバリーへの移行傾

向が強まったと言える。

３・２・１・３ キュリーメータ，乾式処理型イメ

ージャー，モニター読影装置

キュリーメータは７１０台（９９８台）となり，

前回調査までは増加傾向にあったが，今回の調

査では減少した。平均保有台数も前回の０．９９

台に対し，０．７１台となった。キュリーメータ

を１台も保有しない施設が３９．６％となった。

乾式処理型イメージャーは２３６台（５１４台）

となり，前回までは増加傾向にあったが今回は

大幅に減少した。

モニター読影装置は今回より調査を始めた項

目である。全体で２９３台，平均保有台数は０．２９

台であるが，大学病院で保有台数は０．８１台と

他の病院より顕著にその数は大きく，よりフィ

ルムレス化・モニター診断の普及が高まってい

ることがわかる。

３・２・１・４ 機器の保守と使用年数

平成１９年３月に医療法施行規則の一部が改

正されたことに伴い９），各施設の責任で医療機

器の保守点検計画の策定と適正な実施を行うこ

とになった。それを受けてこれまでの保守率の

みの調査から，今回より保守点検計画の策定，

日常点検，メーカー保守点検の実施状況につい

て調査するとともに，撮像装置等大型機器の他

に周辺機器の保守点検状況についても調査を

行った。保守点検の状況を表５・２に示す。非

SPECT装置の日常点検実施率は８５．０％，メー

カー保守点検実施率も８５．０％で，前回の５８．８

％より大きく上昇した。SPECT装置について

も日常点検実施率８７．８％，メーカー保守点検

実施率９１．３％となり，前回の８０．３％と比較し

て上昇した。PET専用装置・PET/CT複合

機・サイクロトロン・自動合成装置の日常点検

実施率は９５．４～９６．９％，メーカー保守点検実

施率は９５．７～９８．６％と高く，前回の７９．６～

８６．８％と比較して実施率は大きく上昇した。

特に PET/CT複合機では２０％以上上昇する

結果となった。しかし，他の周辺機器に関して

は撮像装置と比較して，日常点検及びメーカー

保守点検実施率のいずれも大きく下回る結果と

なった。中でもキュリーメータは，日常点検，

メーカー保守点検実施率がそれぞれ４２．０％，

１９．４％と低い結果を示した。

ガンマカメラの使用年数を表５・２右欄に示す。

非 SPECT装置では，平均が１８．７年であり，３

年前の前回調査では平均が１５．７年だったこと

から，使用年数の延長が見られた。SPECT装

置は８．９年であり，前回の８．７年と比較して著

変なかった。しかし，１検出器型が１７．０年

（１５．１年），３検出器型は１３．２年（１０．８年）と

使用年数が延長傾向にあった。PET関連装置

では PET専用装置が６．４年（４．９年），PET/

CT複合機が３．７年（１．５年），サイクロトロン

が７．３年（５．３年），自動合成装置が６．５年（４．４
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年）と，いずれも平均使用年数が２年程度延長

した。周辺機器ではRI 分注器が１１．５年，キ

ュリーメータが１１．２年であり，長期使用の傾

向が見られた。

３・２・２ インビトロ検査用機器

インビトロ検査用機器についての調査結果を

表５・２ カメラの保守と使用年数
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表６に示す。以下のデータにはインビトロ検査

用機器を保有するインビボ施設からの回答も含

んでいる。インビトロ機器の保有状況について

医療機関から５８施設（１２１施設），全衛生検査

所から９施設（１６施設）の計６７施設（１３７施

設）から回答があり，前回の調査と比較してそ

の数は半減した。民間病院で減少傾向がより強

く見られた。

オートウェルガンマカウンタの保有台数は回

答施設全体で１０３台（１８５台）となり，大幅に

減少する結果となった。前回の調査で増加傾向

にあった衛生検査所では微減となったが，大学

病院，国立病院機構，公立病院でほぼ半減，民

間病院では回答数調査結果と同様の４割以下に

減少した。平均保有台数は各形態の病院で減少

傾向にあるが，衛生検査所で４．００台（２．５６台）

と増加を示した。また，自動分注器（オートピ

ペッター）は，医療機関で５台（２３台），衛生

検査所で１８台（１１台）となり，医療機関で大

幅に減少する結果となった。民間病院では前回

は１０台，平均保有台数が０．２台であったが，

今回の調査では無しとなった。一方，衛生検査

所では逆に大幅に増加した。衛生検査所におい

てはオートウェルガンマカウンタも１１検出器

以上が１７台（１４台）と増加を示していること

から，より検査の効率化が図られていることが

窺える。

３・３ フィルムレス化の状況

前回から始めたフィルムレス運用状況の調査

に加えて，今回新しく電子画像管理加算の算定

及び画像診断管理加算２の算定について調査を

行った。その結果を表７に示す。

３・３・１ フィルムレス運用の実施状況

フィルムレスを運用している病院は平均で

７７．０％であり，前回の２５．３％と比較して大幅

に上昇した。病院の形態別で見ると，前回の調

査ではフィルムレス運用の実施状況は大学病院

が３８．９％と最も多く，次いで民間病院２６．５％，

公立病院２３．１％，国立病院機構１４．７％の順で

あったが，今回の調査では大学病院，公立病院，

民間病院いずれも８割程度と実施率が高くなっ

た。国立病院機構では約６割と他に比べて低い

傾向を示した。病院全体で運用している場合は

平均で６０．７％，一部運用が１６．３％であり，多

くの施設で全面フィルムレス化に移行している

ことがわかった。

３・３・２ 電子画像管理加算の算定

電子画像管理加算の算定は，フィルムレスの

運用とほぼ同等の傾向を示した。全体の平均で

７８．４％が算定を行っており，病院形態別では，

公立病院８２．９％，大学病院７９．４％，民間病院

７９．１％，国立病院機構６２．２％の順となった。

フィルムレス運用を行っている施設数及びその

割合と比較して，電子画像管理加算の算定を行

表６ 核医学機器の保有状況（インビトロ検査用機器）
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っている方がわずかに高くなった。

３・３・３ 画像診断管理加算２の算定

画像診断管理加算２の算定は，平均で５４．６

％の施設が行っており，大学病院で算定率が

６４．９％と最も高く，公立病院５５．８％，国立病

院機構５３．２％，民間病院５２．３％の順となった。

４． 考 察

今回のアンケートは２・１項に記したように調

査対象１３０２施設に対して行い，１０１６施設から

の回答を得た。その回収率は７８．０％であり前

回の７８．３％とほぼ同じであった。その内訳は

大規模施設と考えられる大学病院及び公立病院

はそれぞれ７６．４％，８３．０％であり，調査結果

はわが国の現況をほぼ反映しているものと考え

られる。アンケートは全体として従前とほぼ同

様の項目について行われたが，医師，技師の専

門化が進んでいるため専門医や専門技師の取得

状況について更に詳細に調査を行った。また，

フィルムレス運用の普及を考慮して，電子画像

管理加算と画像診断管理加算２の取得状況につ

いても調査した。

核医学全従事者数は調査対象施設全体で

５８９４名と前回より７％増加した。医療機関に

おける男女比は７６．４：２３．４（７７．１：２２．９），衛

生検査所を含む全施設では７４．９：２４．９（７５．８：

２４．１）であり，前回調査と同様これからも女性

の進出が続くものと思われる。医療機関の従事

者の年齢層は３０歳代，４０歳代が多くを占め，

次いで５０歳代となっている。施設規模に多少

の相違はあるものの，５０歳代が２０歳代より増

えており高齢化が進んでいる。経験年数５年以

下が前回の５３．４％から今回の４７．９％へと減少

し，平均経験年数も８．０年から８．９年へと伸び

ており，若手の従事者の増加が直近の課題と言

えそうだ。

表７ フィルムレス化の状況
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核医学検査従事者の作業内容は，医療機関で

はほとんどがインビボ検査である。インビトロ

従事者は全体の１．２％に過ぎず（インビボ検

査・インビトロ検査両方に従事する者を含む），

サイクロトロンの運転や PET製剤の調製等の

４．１％より少ない。従事者の保有資格の割合は

医師２１．３％，診療放射線技師６１．８％，看護師

１０．１％，薬剤師３．１％となっている。その中で

薬剤師が前回２．５％から３．１％へと伸びており，

今後，核医学検査への薬剤師の協働が増加する

ものと思われる。医師についても PET検査施

設の増加により前回１９．９％から今回２１．３％へ

と増加している。施設規模から見ると大学病院

の医師の数が従事者の３４．４％を占めており，

全医療機関の平均２１．３％と比較して高いこと

が窺える。医師のうち核医学専門医の占める割

合は全医療機関で４２．１％であり，大学病院で

５５．７％と多いものの全体からすると少ない結

果であった。診療放射線技師のうち核医学専門

技師等の認定を受けている割合は全医療機関で

２４．３％であった。最も多いのは大学病院の

２９．０％であり，最も少ないのは国立病院機構

の２１．０％であった。今後，核医学診療機能を

高めるためには，少なくとも１施設１名の核医

学専門技師の配置を目標に，核医学専門技師等

の認定者を更に増加させるための啓発活動が必

要である。

核医学機器の保有状況ではアンガー型カメラ

の全国の設置台数は１２６７台であり，前回調査

１３３６台に対して更に減少している。アンガー

型カメラのうち９８．４％（９６．２％）が SPECT

装置となっている。SPECT装置でも７９．８％

（７０．４％）が２検出器であり，１検出器や３検

出器が販売されていないこともあるが，今後機

器の更新が進むにつれてほとんどの装置が２検

出器となると思われる。また SPECT/CT複合

機は，前々回調査の１５台から前回は３１台と増

加したが，今回は９５台と更に３倍に急増し，

今後もこの増加傾向が続くと思われる。PET

装置では前回の調査と比較してほぼ同数であっ

たが，PET/CT複合機の占める割合が７５．８％

（６８．３％）と増加した。今後更に PET/CT複

合機の占める割合が高くなることが予想される。

PET専用機と PET/CT複合機を合わせた１施

設あたりの保有台数は１．４３台（１．６３台）と平

均保有台数が低下していることから，装置既保

有施設の台数の縮小，並びに PET/CT新規導

入施設の増加があったと窺える。サイクロトロ

ン及び自動合成装置の台数の減少は，２００５年

より１８F-FDG の供給体制が整備されたことから，

サイクロトロンや自動合成装置を持たなくても

FDG検査ができるようになり，これら装置の

ランニングコスト等を考慮し，デリバリー薬剤

使用に転換した施設が増加したと理解できる。

周辺機器で注目すべき点として，キュリーメー

タを備えている施設が減少したことがある。前

回の調査では８０．６％の施設でキュリーメータ

を備えていたが，今回の調査では６１．４％に減

少した。最近はシリンジタイプの放射性医薬品

を使用する施設が増えたとは言え，放射線管理

と品質管理の面から１施設１台は備えておくべ

きである。乾式処理型イメージャーの台数の大

幅な減少は，フィルムレス化への移行措置が取

られた施設が多いことが原因と考えられる。

機器の保守と使用年数について，今回の調査

は，平成１９年３月の「良質な医療を提供する

体制の確立を図るための医療法等の一部改

正」９）により医療機器の安全管理体制が定めら

れた直後の調査であるため，その結果は法令改

正を敏感に反映するものとなった。今回の調査

から保守の実態をより詳細に，保守点検計画の

策定，日常点検，メーカーによる保守点検の実

施率に区分して調査した。現在最も普及してい

る２検出器 SPECTカメラの保守点検計画の策

定実施率は６３．３％と低いものの，日常の安全

点検実施率８７．４％，メーカーによる保守点検

実施率９２．１％と前回の調査での保守率と比較

して１０ポイントほど上昇していた。この傾向

は３検出器や４検出器においても同様であった。

PET/CT装置とサイクロトロンについては保
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守点検計画の策定実施率が８０．６％，８３．３％と

高く，更に日常点検やメーカーによる保守点検

実施率も９５％以上と高い水準にあった。医療

安全の確保のため，機器の保守管理体制が着実

に整備されていることが窺える。また，平均使

用年数の調査結果を見ると，調査を重ねるごと

に使用年数が１～２年延長しており，老朽化が

進めば進む程，保守管理が大切となることを認

識すべきである。

カメラ付属のデータ処理装置と汎用データ処

理装置を合わせた台数及び平均保有台数は前回

調査と比較して顕著に減少（約３５％低下）と

の結果になっているため，前回同様にデータ処

理装置としての解釈に差が生じている可能性も

否定できず，データ処理装置としての実際の台

数としてはつかみ切れていないのが実状である。

フィルムレス化は医療機関で急速に進んでお

り，前回の調査では２５．３％から７７．０％と急速

に増えた。最も高いのは公立病院の８１．２％で，

最も低いのは国立病院機構の６０．３％であった。

電子画像管理加算はフィルムレス化に直結する

ため，算定していると回答したのは公立病院が

最も高く８２．９％で，最も低いのは国立病院機

構の６２．２％であった。公立病院が IT化と経

営健全化に向け一歩先んじている結果と言えそ

うだ。フィルムレス運用を行っている施設数と

比較して，電子画像管理加算の算定を行ってい

る方がわずかに高くなったことから，電子保存

管理を行いながらフィルム画像出力もしている

施設がわずかにあることが推察できる。画像診

断管理加算２は施設の規模や内情によって左右

されるため，専門医を多く抱える大学病院が

６４．９％と他の医療機関と比較して高いものの，

病院機能から考えると思ったより高くなかった。

また，全国の医療機関の平均は５４．６％であっ

た。画像診断管理加算２は読影環境や画像診断

医師数に依存するため，今後の動向が注視され

るところである。

５． ま と め

（１）調査対象施設数は１３０２施設で，回収率は

７８．０％であった。このうち大規模施設と

考えられる大学病院及び公立病院の回収率

はそれぞれ７６．４％，８３．０％であった。

（２）従事者の調査項目を医師，薬剤師，診療放

射線技師，臨床・衛生検査技師，看護師，

その他に分類して行った。

（３）医療機関における保有資格別による核医学

検査従事者数は診療放射線技師が６１．８％

であり，次いで医師２１．３％，看護師１０．１

％，薬剤師３．１％の順であった。前回の調

査と比較して医師と薬剤師の割合が増加し

た。

（４）今回から核医学に従事する医師・診療放射

線技師の専門性について調査した。医師の

うち核医学専門医の占める割合は全医療機

関で４２．１％であり，診療放射線技師のう

ち核医学専門技師等の認定を受けている割

合は全医療機関で２４．３％であった。

（５）アンガー型カメラの全国の設置台数は

１２６７台であり，アンガー型カメラのうち

９８．４％（９６．２％）が SPECT装置となって

いる。PET装置では PET/CT複合機の占

める割合が７５．８％（６８．３％）と増加した。

（６）今回の調査から保守の実態を，保守点検計

画の策定，日常点検，メーカーによる保守

点検の実施率に区分して調査した。

（７）２検出器 SPECTカメラの日常の安全点検

実施率は８７．４％，メーカーによる保守点

検実施率は９２．１％と高かった。PET/CT

装置とサイクロトロンの日常点検実施率と

メーカーによる保守点検実施率は９５％以

上であった。

（８）今回からフィルムレス運用に加えて電子画

像管理加算と画像診断管理加算２の算定を

設問に加えた。フィルムレス化は７７．０％

と急速に増えた。電子画像管理加算は公立

病院が最も高く８２．９％であった。画像診
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断管理加算２の全国の医療機関の平均は

５４．６％であった。
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Abstract

The 9th Questionnaire Survey Report of Safety Con-

trol in Nuclear Medicine―I

Subcommittee for Radionuclide Imaging and Nuclear

Medicine Technology, Medical and Pharmaceutical

Committee, Japan Radioisotope Association : 2-28-45

Honkomagome, Bunkyo-ku, Tokyo 113-8941, Japan

A questionnaire survey on safety of nuclear medicine

studies was conducted under the subcommittee for radi-

onuclide imaging and nuclear medicine technology of Ja-

pan Radioisotope Association to promote patient safety.

Questionnaires sheets were sent to 1 288 hospitals and 14

clinical laboratories in Japan with valid responses from

1 016 facilities（78.0%）.

The total number of workers in nuclear medicine facili-

ties was 5 894 composed of 1 468 women（24.9%）and

1 207 workers（20.5%）in the 6th decade. The numbers of

workers in hospitals and clinics was 5 664 including 1 326

women（23.4%）. There were 1 169 workers in the 6th

decade, showing increased age of the workers. Propor-

tions of physicians and pharmacists in hospitals increased

to 21.3%, 3.1% respectively. The number of workers en-

gaged in in-vitro studies further declined to 287（4.9%）.

The number of Anger cameras was 1 267 with reduction

by 69. SPECT system composed of 98.4% of all the cam-

eras, in which 2-detecter system was prevailing（79.8%）

with decrease in single or 3-detecter systems. The number

of SPECT/CT systems increased to 95 with a six-fold in-

crease compared to 2004. Facilities having dose meters

decreased to 61.4%. Composite PET/CT system in-

creased to occupy 75.8% of the PET camera systems. Es-

tablishment of maintenance plan, daily test, maintenance

by venders were performed in 63.3%, 87.4%, 92.1% of the

2-detecter systems, and 80.6%, 95.8% and 98.6% of the

PET/CT systems, respectively. Mean operating period of

the cameras increased by 2 years. Filmless systems were

operating in 77.0% of the all facilities, with the maximum
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of 81.2% in public facilities and the minimum of 60.3% of

facilities of the National Hospital Organization of Japan.

The survey revealed both favorable changes for promo-

tion of safety including increase in pharmacists and unfa-

vorable changes including decrease in the number of dose

meters, elongation operating period of cameras. Steady in-

crease in SPECT/CT systems and filmless systems were

also revealed by the survey.
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１． は じ め に

日本アイソトープ協会医学・薬学部会核医学

イメージング・検査技術専門委員会では，核医

学検査時の事故発生の実態を把握し，安全を確

保することにより被検者が安心できる検査を提

供することを目的として，１９８６年に第１回調

査を行って以来３年ごとにアンケートを実施し，

第２回（１９８９），第３回（１９９２），第４回（１９９５），

第５回（１９９８），第６回（２００１），第７回（２００４），

第８回（２００７）を経て，今回第９回調査を行っ

た１）－８）。全国の１０００を超える施設の核医学担

当者から，核医学検査従事者の現状，核医学検

査機器の設置状況，核医学検査に関わる人身事

故と，重大な機器の故障及び保守・管理の状況

などについて回答をいただいた。本調査は核医

学検査室における安全管理の調査が大きな目的

であるが，過去の資料との比較も視野に入れ，

前回と同様，人的資源の詳細とともに，核医学

機器の開発・進歩に伴うガンマカメラの

SPECTカメラへの移行，PET装置の増設など，

引き続いて幅広い実態をつかむことを調査目的

とした。

社団法人 日本アイソトープ協会 医学・薬学部会 核医学イメージング・検査技術専門委員会†

１１３‐８９４１ 東京都文京区本駒込２‐２８‐４５

日本アイソトープ協会医学・薬学部会核医学イメージング・検査技術専門委員会では，核医学検

査時の事故発生の情報共有を通して核医学検査の安全確保を向上させることを目的に，１９８６年か

ら３年ごとに調査を行っており，２０１０年に第９回調査を行った。全国の医療機関１２８８施設及び衛

生検査所１４施設の計１３０２施設を対象とし，１０１６施設（回収率７８．０％）から回答が寄せられた。

核医学検査時の事故及び事故未然例は第６回調査（２００１年）と比し５３．３％に減少したが，事故

未然例の減少が主因であった。術者の機器操作に原因する事故未然例の頻度は前回調査時より大幅

に減少した。特に機器への接触等が減少していた。事故例では，術者の被検者への対応に関するこ

とが半数を占めていた。核医学機器の故障・破損は第７回（２００４年）調査と比較して３９．２％に減

少した。事故防止対策では，「被検者への説明と介助などケアの徹底」と「再教育」で事故や事故

未然事例の７０％は防止できると考えられる。核医学検査における安全管理の改善では，固定具の

改善やRI 誤投与防止を含めた医療安全マニュアルの作成を挙げている。

KeyWords：safety control, nuclear medicine instrument, nuclear medicine facility,

questionnaire survey report

資 料

核医学検査における安全管理等に関する
アンケート調査報告 第９報―Ⅱ

† 委 員 長 本田 憲業 埼玉医科大学

総合医療センター

副委員長 福喜多博義 国際医療福祉大学

委 員 飯田 恭人 東京大学医学部附属病院

大西 英雄 県立広島大学

金谷 信一 東京女子医科大学病院

菊池 敬 北里大学病院
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医学部附属病院
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２． 調査の概要

２・１ 調査対象と回収率

アンケート調査は核医学検査を実施している

全ての医療機関１２８８施設（前回１３００施設，

以下（ ）内は特に示さない限り前回のデータ）

及び衛生検査所１４施設（２１施設）の計１３０２

施設（１３２１施設）を対象とし，２０１０年４月に

アンケート用紙を発送し，同年７月末に回収し

た。対象とした調査期間は，２００７年４月１日

から２０１０年３月３１日までの３年間である。回

答が得られたのは医療機関１００７施設（１０１８

施設），衛生検査所９施設（１６施設）の合計１０１６

施設（１０３４施設）で，アンケートの回収率は

医療機関７８．２％（７８．３％），衛生検査所６４．３％

（７６．２％），全体で７８．０％（７８．３％）であった。

２・２ アンケート調査項目

今回のアンケート項目についても前回同様，

核医学検査の背景調査を含めて，（１）核医学検

査従事者に関すること（性別，年齢，経験年数，

業務内容，業務形態，資格等），（２）核医学機器

に関すること（機器の種類，台数等），（３）核医

学検査室内で発生した事故等，（４）事故につな

がると懸念される事項，（５）安全管理について

の改善措置，（６）核医学機器・装置の重大な故

障・破損，（７）機器メーカーに対する要望・そ

の他について質問した。

核医学検査従事者及び核医学機器に関する調

査結果については前号にて報告した９）。本稿で

は，核医学検査室内で発生した事故等，事故に

つながると懸念される事項，安全管理について

の改善措置，核医学機器・装置の重大な故障・

破損及び機器メーカーに対する要望等に関する

調査結果について報告する。

３． 調 査 結 果

３・１ 核医学診療施設内での傷害事故及びそ

の危険性

事故例報告総数は５３件で前回調査より１件

減少，事故未然例においては１０１件で前回調査

時よりも４６件の減少であった（表８）。

３・１・１ 事故の内容

事故の区分ごとの第５回（１９９８年）からの

推移を表８に示す。また，事故事例を群別に区

分し，表９に示す。第１群は「機器自体の状態・

表８ 事故の区分別件数の推移

RADIOISOTOPES340 Vol．６０，No．８

（４４）



機能に関すること」，第２群は「術者の機器操

作に関すること」，第３群は「術者の被検者へ

の対応に関すること」，及び第４群は「被検者

自身の行動・体調等に関すること」である。第

１群では，前々回，前回調査時と同数の４件で，

頻度は比較的少ない結果であった（事故全体の

７．５％）。術者の機器操作に原因する事故（第２

群）でも，前回調査の１０件と同数で事故の全

数の１８．９％である。そのうち４件が術者の負

傷で，針刺し事故が２件報告されている。１件

は，被検者に付き添っていた従事者以外の看護

師の負傷であった。術者の被検者への対応に関

する事故（第３群）と判断できる件数は，２件

増加の２６件となり，事故数の半数を占める結

果であった。この群の大部分は検査台への移動

や検査中の転倒・転落，装置への指づめによる

怪我である。第４群は被検者自身の行動・体調

に関することが原因と判断される事故で，前回

結果と比較して３件の減少が見られた。被検者

が負傷した全事故の約３０％を占める結果であ

った。

傷害事故について怪我の種類・対象者別の件

数の推移を表１０に示す。件数全体は，前回２００７

年調査時とほぼ同数であった。被検者の怪我件

数が２件増加，逆に技術者の怪我件数は３件減

少した。

３・１・２ 事故未然例の内容

傷害事故には至らなかったもののヒヤッとし

た「事故未然事例」についての報告を集計した。

前回結果から４６件減少して１０１件であった。

これを群別に集計した結果を表１１に示す。こ

の中で最も多かったのは「第３群」の３６件３５．６

％である。このうち，検査台からの転落や移動

時の転倒，又はそのおそれがあった事例は１３

件であった。そして，カメラと被検者の接触が

１６件，点滴や酸素などのルートの巻き込み，

破損等が７件であった。「第１群」の機器の状

態は１０件で全体の９．９％と比較的少なかった。

「第２群」の術者の機器操作に関する項目では

前回結果の４３件から１５件減少した。検出器の

自動近接あるいは術者の操作による過近接が原

因である事例が９件，干渉や巻き込みが４件，

検査薬の誤投与など検査薬に関するものも４件

報告されている。廃棄物取扱時の針刺し事例も

２件報告されている。

３・１・３ 検査の種類と事故の発生

報告された事故及び事故未然例を検査の種類

及び発生状況ごとに分類した（表１２）。カメラ

が回転する SPECTでその報告数は多く，７０件

で全体の４５．５％であった。特に躯幹部を回転，

上肢の挙上により収集を行う「心筋 SPECT」

での件数が多い（事故例１２・未然例２７；本項

では（ ）に事故例・未然例の件数を示す）。ま

た，近接で全身スキャンするうえ検査件数が多

い「骨シンチ」での発生件数も多い結果であっ

た（同１１・２２）。PET，PET/CTの普及に伴い，

事故・事故未然例の報告数も２２件と増加して

いる（同８・１４）。検査以外の移動時の転倒など

と推測される報告も１２件あった。

３・１・４ 事故等の発生時点

事故が発生する時期についての分類を行った

（表１３）。事故例としては「検査終了後」が最

も多く，１８件３４．０％であった。次いで「検査

中」，「検査準備中」の順であった。これらは，

管理区域内での移動時の転倒や，検査台への又

は検査台からの移動時の転倒，又は落下事例で

ある。

事故未然例では，前回結果と同様に「検査中」

の発生頻度が高い結果であった。

報告内容から発生時点が判断できないものを

「不明」とした２件も記述回答の内容から被検

者の移動場面での事例であると推測される。

３・１・５ 事故等の原因

事故例及び事故未然例の原因に関する回答の

結果を表１４に示す。術者の不注意７７件４２．３

％と介助不備３５件１９．２％の二つで全体の約

６０％を超える。被検者の不注意は２４件１３．２％

であった。また，その他と回答されたものが

２８件１５．４％であった。この事例の内容を確認

すると，被検者への看視や介助があれば防止で
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表９ 事故の内容
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（表９ 続き）
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（表９ 続き）
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きる内容，あるいは被検者自体の体調に原因す

る内容が多かった。

機器自体のトラブルにより事故，未然防止例

が発生する割合は（４）～（７）まで合計しても１０

％以下であり，実際に発生した事故はわずか６

件であった。

３・１・６ 事故防止の対策

今回の調査で報告された事故事例に対するそ

の事故防止対策についての回答を集計した（表

１５）。今回の調査に寄せられた事故防止対策は，

前回調査時よりも５０件少ない１７０件であった。

結果は，「被検者への説明と介助などケアの徹

底」，「事故防止に関する再教育を行う」との回

答がそれぞれ３２．４％と３８．８％であった。「そ

の他」が１６．５％と次いで多い結果であった。

その内容は，被検者の状態及び体調等の急変や

移動時の転倒への不安による対策が多く，具体

的には，転倒防止策として，「椅子の交換」・「患

者の固定をしっかりとする」・「検査終了後，座

って休んだ後に移動する」・「注意喚起」・「看

視」及び「危険と思われる備品の交換」と回答

があった。更には，体動による怪我の防止策と

しての入眠（鎮静）処置などが挙げられた。装

置と被検者の接触による事故を防止するために

は接触の危険がある部分に緩衝物を設けるとい

う回答もあった。放射性医薬品投与に関する事

故防止には「看護師とのダブルチェック」や「安

全マニュアルの改善」などが対策として回答さ

れていた。

３・２ 核医学技術者の不安

この調査期間内に発生した事故・未然防止例

の経験と普段の検査業務中に感じる不安につい

て調査した。その結果，総数３５０件の不安が報

告された（表１６）。「３・１ 核医学診療施設内で

の傷害事故及びその危険性」においては，装置

が原因する事故・事故未然事例の報告は１４件

で全体の１０％程度であったのに対して，１．～

３．に見られる「装置に対する不安」が１９１件で

全体の５４．６％という結果であった。「検出器関

係」の安全機構に関する不安が１１２件と全体の

３２％を占めた。更に「検査用ベッド関係」で

寝台の狭小・高さなどへの不安も５５件あった。

「コリメータ関係」ではコリメータの脱落など

への不安は２４件の結果となった。不安の総数

は前回調査の４１６件から３５０件と６６件大幅に

（表９ 続き）
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減少したにもかかわらず，「被検者の行動」の

不安だけは，前回の１０３件から１１４件に増加し

た。

核医学装置は，装置の回転部分や検査台の稼

働部にカバーがないものが多いため，装置を操

作するにあたり，検査時に被検者に付帯した点

滴や酸素カニューレ，体外排泄ドレナージの装

置への巻き込みや破損への不安も少なくない。

３・３ 核医学検査を行う際の安全管理に関す

る改善措置

今回は２８８件（３１９件）の回答が寄せられた。

改善措置を対象別に表１７にまとめた。改善措

置の詳細を表１８に示す。「検査用ベッド関係」

５０件１７．４％（５７件１７．９％），「教育・保守管理」

５５件１９．１％（８３件２６．０％），「被検者の行動関

係」５１件１７．７％（５４件１６．９％），「検出器関係」

１２件４．２％（１０件３．１％），「コリメータ関係」

３件１．０％（２件０．６％）の改善措置が行われて

いる。内容を見ると，「検査用ベッド関係」で

は固定具等の改善措置は，患者の安全又は体動

による画像の劣化を防止するためか相変わらず

上位にある。また，検査用ベッドへの昇降時や

移動するときはより安全を考えて多くのスタッ

フで対応している。「教育・保守管理」では，

マニュアルの整備や毎日の始業終業点検や定期

点検の実施が挙げられ，また，技術者の安全教

育も充実されてきている。今回調査でも検査時

の看視体制に重点を置く傾向は変わらない。

「検出器関係」ではその移動範囲を危険区域と

し近づかないような措置をしている。その他で

は，患者間違いや医薬品取違え等の医療過誤を

なくすため，患者や医薬品を確認するための改

善措置が毎回大変多く見受けられる。前回と比

べて患者確認より医薬品の確認がより増え，記

述式にて回答された意見には，置き場の工夫や

表１０ 怪我の種類と対象者別件数
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表１１ 事故未然例の内容
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調剤から投与までのルール化という内容もあっ

た。また，患者急変時等の連絡体制の工夫も多

く見られている。

３・４ 核医学機器の故障，破損等

核医学機器の故障，破損等について１６０件の

回答が寄せられた。前回調査（２００７年）では

２０２件であったので２割減少し，過去５回の調

査のうち最も件数が多かった第７回調査（２００４

年）と比較して３９．２％に減少した。

核医学機器の故障・破損等は，報告された内

容から SPECT関連１４９件９３．１％，PET関連

１１件６．９％であった。PET関連６．９％の内訳

にはサイクロトロンや自動合成装置が報告され，

更に PET/CT装置のトラブルも報告された。

装置の故障，破損を内容別に分類して集計した

結果を表１９，表２０に示す。

トラブル報告の中には核医学装置のソフトウ

ェアに関すると思われるものも含まれていた。

その内容はシステムが立ち上がらない，検査が

中断されデータを喪失したなどが前回と同様に

あった。

ガンマカメラの電気回路系の故障は５５件

３４．４％と，毎回，故障の約３分の１を占めて

いた。装置内部の基板など，通常では目視不可

能な部分で多岐にわたる原因で生じていた。

次に，コリメータ関連のトラブルは１６件

１０．０％であった。コリメータの交換時にトラ

ブルが生じ，破損や落下の報告がされた。結果

としてコリメータが脱着不能となり，検査がで

きなくなっていた。

画像及びCRTに関するトラブルは２件１．３

表１２ 検査の種類又は発生状況と事故の発生
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％と減少した。CRTに関するトラブルの報告

は皆無となった。光電子増倍管関係トラブルは

１８件１１．３％で，検出器駆動関係トラブルは５

件３．１％であった。駆動系は電気信号の切断と

駆動モーターの不良であった。

シンチレータ関係トラブルは８件５．０％で，

クリスタルの変色，曇り，グリスのはがれが主

であったが，PMT交換時にクリスタルを破損

したとの報告もあった。

陽電子核医学診療の普及に伴い，サイクロト

ロンや PET装置，合成装置など従来なら「そ

の他」項目から，今回よりサイクロトロン関係，

PET装置関係，そして SPECT/CT装置関係

に区分し直した。PET装置関係トラブルは３

件１．９％で，PET/CTの X線 CTのトラブル

とチラーの水漏れであった。サイクロトロン関

係トラブルは７件４．４％で，ターゲットフォイ

ルの破損，真空度の低下，D電極の液漏れやそ

の支持棒の破損であった。

３・５ メーカーに対する要望・意見

メーカーに対する要望・意見等には２２２件

（２８８件）の回答があった。最近の核医学医療

機器は目立った変化が無いせいか２割以上の減

少が見られる。要望内容の詳細を表２１，種類別

集計を表２２に，それぞれ示した。種類別に見

ると，「保守・管理関係」７３件３２．９％（１０１件

３５．１％）では対応が遅い等の不満が依然として

多くあるが，対応には満足しているとの意見も

４件あった。また，メンテナンス費用が高すぎ

ることやアフターサービスが悪いという意見は

依然としてある。特に，部品供給の保障が１０

年は短すぎる，長年使用している装置の部品供

給を確実にして欲しいとの要望が多くなってい

る。トラブルや不具合の情報を提供してほしい

との要望も依然としてある。「装置の設計関

係」５４件２４．３％（８３件２８．８％）では，安定し

た装置や安全性に対する対応，操作・処理の簡

便さ，検査時間の短縮，半導体検出器の開発等々，

多岐にわたっている。「検査用ベッド関係」３４

表１３ 事故等の発生時点
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表１４ 事故等の原因
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件１５．３％（４９件１７．０％）では相変わらず固定

具の開発改良や苦痛を和らげるための改善が上

位に占めている。より良い画像を求めて，また

更なる患者サービスの現れだろうか。「データ

処理装置関係」２６件１１．７％（２２件７．６％）で

は互換性や標準化等の要望が多い。「コリメータ

関係」は８件３．６％（９件３．１％）で，より安全

な交換作業の要望が多い。「検出器関係」６件

２．７％（３件１．０％）では３検出器復活の要望が

３件寄せられた。「その他」では，DPC導入や

被ばく，高額な検査料による検査数の減少に不

安を持った意見や，医薬品の安定供給を望む意

見が３件あった。

４． 考 察

今回のアンケートは２・１項に記したように調

査対象１３０２施設に対して行い，１０１６施設か

らの回答を得た。その回収率は７８．０％であり

前回の７８．３％とほぼ同じであった。その内訳

は大規模施設と考えられる大学病院及び公立病

院はそれぞれ７６．４％，８３．０％であり，調査結

果はわが国の現況をほぼ反映しているものと考

えられる。

核医学診療施設内において被検者又は医療従

事者に発生した傷害事故やその未然例の調査と

傷害事故防止策について調査した。事故例と未

然例を合計した件数は年々減少しており，過去

５回の調査のうち最も件数が多かった第６回調

査（２００１年）と比較して５３．３％に減少してい

た。事故例はこの１０年間で５０件前後と変わっ

ていないものの，未然例が半減しているためで

ある。ヒヤリハット事例が減少することにより

今後の事故防止につながるものと思われる。内

容の区分で見ると，術者の機器操作に原因する

事故未然例（第２群）の頻度は前回調査時より

大幅に減少した。特に検出器と被検者との接触

表１５ 事故防止の対策
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表１６ 核医学技術者の不安
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又は過接近への事故未然例が少ないのは，装置

の安全機構が整備されていることの現れと言え

る。事故例で最も多いのは術者の被検者への対

応に関すること（第３群）で全体の半数を占め

ており，検査中や検査終了後の被検者への対応

が不十分であったために打撲や擦り傷に至った

事例である。検査終了後においても引続き看視

を怠らないようにすべきである。検査の種類と

事故や事故未然例との関係では，前回の調査結

果と同様に，回転移動型（４５．５％）が平面移動

型（２４．０％）に比べて遥かに多く報告されてい

る。事故防止対策では，「被検者への説明と介

助などケアの徹底」と「再教育」で事故や事故

未然事例の７０％は防止できると考えられる。

また，装置の安全点検と安全性能維持により事

故を未然に防ぐことができることが示された。

核医学技術者が検査時に不安と感じる事柄に

関する調査では，相変わらず「検出器の安全機

構の誤動作や不完全動作」と「検査用ベッドの

幅が狭い」，「検査台が高い」ことに不安を抱え

ている術者が多いことが窺える。被検者の「転

倒・転落」や「不意な動き」との回答も多く，

また，「体調や精神状態の急変への不安」を挙

げる施設もあり，これらは近年の検査・被検者

の特徴を映す結果であった。

核医学検査における安全管理の改善措置に関

する回答件数は前回よりも減少しているが，改

善措置として患者の容態によっては固定具の改

善や看視体制の見直しを挙げている。また，機

器の管理やRI 誤投与防止を含めた医療安全マ

ニュアルの作成も重要であるとしている。

核医学機器の故障・破損では，その報告数は

毎回減少しており，第７回（２００４年）調査と

比較して３９．２％に減少した。今回の調査でも

日常の安全点検やメーカーによる保守点検実施

率が高い結果になっているため，それによって

検査中の故障や破損の報告が減少したものと思

われる。故障や破損の内容では回路系が最も多

かった。装置内部の基板など，通常では目視不

可能な部分で多岐にわたる原因で生じていた。

日頃より注視して使用条件範囲（温度，湿度な

ど）内の施設環境を維持するとともに，冷却フ

ァンやフィルタの目詰まりの清掃など，性能維

持のための細かい気遣いも必要と思われる。保

守点検の際には現象が見られなかったものの検

査中に突然現れることもあり，リモートメンテ

ナンスを生かしてメーカーによる十分なチェッ

ク体制が望まれる。また，コリメータ関連のト

ラブルも報告されているが，コリメータ交換時

の誤動作は多大な影響を及ぼすため慎重である

べきである。今回調査から PET装置，サイク

ロトロン，SPECT/CT装置の分類を加えたが，

報告数は少ないものの今後増加するものと思わ

れる。

メーカーへの要望は前回に比べ２割強減少し

たが，これは機器性能に満足しているわけでは

表１７ 対象別改善措置
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表１８ 安全管理に関する改善措置
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（表１８続き）
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表１９ 核医学機器の故障・破損等
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（表１９続き）
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なく，メーカー側には個々の具体例について改

善に取り組んでいただきたい。今回の調査結果

にもあったように，ここ数年は医療機器の使用

年数が延長しており老朽化が進んでいる。装置

部品の供給保障が１０年となっているが，医療

現場では機器更新が思うように進まない現状も

あり，供給保障を延長していただきたい。

今回の調査でも多岐にわたり多くの意見が寄

せられた。核医学検査を安全に施行するための

調査であり，これらの意見を反映して更なる安

全・安心な核医学検査を目指して努力しなけれ

ばならない。

最後に，本アンケートに参加していただいた

各施設の方々に深く感謝申し上げる。

５． ま と め

（１）核医学検査時の事故及び事故未然例の件数

は年々減少しており，第６回調査（２００１

年）と比較して５３．３％に減少していた。

（２）事故例で最も多いのは術者の被検者への対

応に関すること（第３群）で，全体の半数

を占めていた。

（３）検査の種類と事故や事故未然例との関係で

は，前回の調査結果と同様に回転移動型

（４５．５％）が平面移動型（２４．０％）に比べ

て遥かに多く報告された。

（４）事故防止対策では，「被検者への説明と介

助などケアの徹底」と「再教育」で事故や

事故未然事例の７０％は防止できると考え

られる。

（５）核医学技術者が不安と感じる事柄に関する

調査では，「検出器の安全機構の誤動作や

不完全作動」と「検査用ベッドの幅が狭い」，

「検査台が高い」こと，また，被検者の「転

倒・転落」や「不意な動き」との意見が多

く，「体調や精神状態の急変への不安」を

挙げる意見もあった。

（６）核医学検査における安全管理の改善では，

固定具の改善やRI 誤投与防止を含めた医

療安全マニュアルの作成を挙げている。

（７）核医学機器の故障・破損の報告数は減少し

ており，メーカーへの要望も少なかったが，

表２０ 核医学機器の故障・破損等
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表２１ メーカーへの要望等
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（表２１続き）
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ここ数年は医療機器の使用年数が延長して

おり老朽化が進んでいるので，更なる機器

の安全管理が必要である。
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Abstract

The 9th Questionnaire Survey Report of Safety Con-

trol in Nuclear Medicine―II

Subcommittee for Radionuclide Imaging and Nuclear

Medicine Technology, Medical and Pharmaceutical

Committee, Japan Radioisotope Association : 2-28-45

Honkomagome, Bunkyo-ku, Tokyo 113-8941, Japan

A questionnaire survey on safety of nuclear medicine

studies was conducted under the subcommittee for radi-

onuclide imaging and nuclear medicine technology of Ja-

pan Radioisotope Association to promote patient safety.

Questionnaires sheets were sent to 1 288 hospitals and 14

clinical laboratories in Japan with valid responses from

1 016 facilities（78.0%）.

表２２ 種類別メーカへの要望等

核医学検査における安全管理等に関するアンケート調査報告 第９報―ⅡAug．２０１１ 361

（６５）



The number of accidents and incidents decreased to

53.3% of those of 2001, due mainly to the decrease in the

number of incidents. Incidents due to errors in handling of

the imaging apparatus was markedly decreased compared

with the last survey. Accidents and incidents due to bump/

contact by cameras decreased markedly. About a half of

the accidents was attributable to incorrect handling of the

patients. The number of system malfunction and break of

cameras decreased to 39.2% of those in 2004. The results

may indicate that 70% of incidents and accidents is pre-

vented by concise explanation, meticulous care of patients

and re-education of safety precautions to workers in nu-

clear medicine facilities. Improvement in the fixation de-

vice of patients and preparation of safety manual were re-

garded as important for promoting safety in nuclear medi-

cine practice.
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